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介護医療院の風景

随時、病院見学を受け付け致しております。

■お問い合わせ窓口：総務課人事担当 /西田・佐藤

◎職員募集中◎ 看護師・薬剤師・臨床検査技師・看護補助者・言語聴覚士・
介護支援専門員・介護福祉士・医療クラーク・施設管理
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◆外来診療当番表� 当院は原則予約制です ※土曜、日曜、祝祭日、12/30 ～ 1/3、8/14 ～ 8/16、10/1は休診

月 火 水 木 金 備　　考

内　　 科

午前

齊藤　勝
（消化器）

齊藤　勝
（消化器）

赤津晋太郎
（消化器）

赤津晋太郎
(消化器） 齊藤　勝

(消化器）

※午前の受付は
　11:00終了

鈴木　智毅
（総合診療内科）

廣江　道昭
（循環器・生活習慣病）陣内　雪奈

（消化器内科）
千代谷　厚

（総合診療内科）山縣　俊介
（呼吸器内科）

鈴木　智毅
（総合診療内科） 千代谷　厚

（総合診療内科）
鈴木幹二郎

（循環器内科）
※予約外来

山縣　俊介
（呼吸器内科）

茅野　博行
（循環器）※月2回

千代谷　厚
（総合診療内科）

午後

齊藤　勝
（消化器）

山縣　俊介
(呼吸器内科)
※予約外来

赤津晋太郎
（消化器）

鈴木　智毅
（総合診療内科）

赤津晋太郎
（消化器）

※午後の受付は
　15:30終了

廣江　道昭
（循環器・生活習慣病）

鈴木　智毅
（総合診療内科）山縣　俊介

（呼吸器内科）
茅野　博行
（循環器）

※月2回 

担当医
（総合診療内科）

千代谷　厚
（総合診療内科）

医療センター Dr.
（循環器内科）

医療センター Dr.
（循環器内科）

担当医
（初診外来）

千代谷　厚
（総合診療内科）

外　　 科
午前

東　和明
（外科）

緑川　靖彦
（外科）

緑川　靖彦（外科）
～ 10:30

緑川　靖彦（外科）
～ 10:00

羽成　直行（消化器外科）
※第1・3・5週

状況により受付を早く終了
する場合があります

羽成　直行
（消化器外科）

東　和明
（外科）

東　和明（外科）
～ 10:30

羽成　直行（消化器外科）
～ 10:00

緑川　靖彦（外科）
※第2・4週

午後 緑川　靖彦（外科）
※予約外来

整 形 外 科

午前

小野寺　剛
※予約外来 半田　晃司

城　武俊
半田　晃司 半田　晃司

※予約外来 ※午前の受付は11：00終了

状況により受付を早く終了
する場合があります

半田　晃司 小野寺　剛
※予約外来 橋本　健史

松本　秀男
※膝専門　※予約外来

担当医
～ 11:00藤丸　敦樹

※股関節・膝関節
松本　秀男

※膝専門　※予約外来
小野寺　剛
※予約外来

午後
藤丸　敦樹

※股関節・膝関節
～ 15:30

原田　和弘

橋本　健史
※予約外来

月曜午後は手術のため休診
となる場合があります

城　武俊
～ 15:30

松本　秀男
※膝専門　※予約外来

血 管 外 科
午前 石田　厚※ 石田　厚※

�※予約制
午後 石田　厚※ 石田　厚※

耳鼻咽喉科
午前 高木　範男

～ 10:30
高木　範男
～ 10:30

高木　範男
～ 10:30

三ツ井瑞季
9:30 ～ 11:00

高木　範男
～ 10:30 �状況により受付を早く終了

する場合があります
午後 高木　範男

※予約外来
高木　範男
※予約外来

眼　　 科
午前 岡安　彬彦 千葉　矩史

※予約外来 齋藤　実 ※午前は9：30診療開始

※午後の受付は15：00終了午後 岡安　彬彦 千葉　矩史
※予約外来 齋藤　実

婦 人 科
午前 佐藤　尚明※ 佐藤　尚明※ 佐藤　尚明

※第2・4週 佐藤　尚明※
※予約制

午後 佐藤　尚明※ 佐藤　尚明※

専 門 外 来
午前 ※泌尿器科 ※脳神経外科

※第2・4週 ※乳腺外来
※予約制

午後 ※泌尿器科 ※乳腺外来

ガーデニアでは６月10日の昼間、
１階の汚物室よりホットストッカー
が漏電して火災が発生したと想定し、
入所47名および通所利用10名の計
57名の利用者さんが参加して避難訓
練を実施いたしました。移動に介助
を必要とする方が多いため、実際の

火災発生時を想定しながら職員が付添い、安
全に避難経路や避難場所の確認を行いました。
参加者の皆さんも職員の指示に従い、落ち

着いて訓練を行うことが出来ました。
実際に災害が起きた時に迷わず行動出来る

よう、今後も定期的に訓練を行い、防災意識
を高め利用者さんが安心して過ごせる環境づ
くりに努めていきます。

介護医療院では、毎月イベントを
実施しています。４月に海鮮丼を提
供し、５月には利用者さんと一緒に
ぼた餅作りを行いました。中々食べ
る機会がない海鮮丼には、「美味しい、
マグロが一番だね」と完食されてい
ました。５月のぼた餅作りでは、作

る際に昔のエピソードを語り笑顔で作る様子が印象的でし
た。自分で作ったぼた餅を食べると
「甘くて美味しい」と喜びの声が聞
かれていました。６月はフルーチェ
を提供しました。一口食べると「何
の味かな」と不思議がる姿が見られ
ぶどう味と知ると「ぶどうなの？」
と驚く様子が見られました。今後も
利用者さんに喜んで頂けるレクリ
エーションやイベント食などを提供
できるよう、スタッフ一同取組んで
いきたいと思います。

５月12日の「看護の日」にちなみ、当
院では５月15日に毎年恒例の看護の日イ
ベントを開催いたしました。
当日は、例年ご好評をいただいている

各種相談コーナーやリハビリ体操の催し
に加え、昨年度に続きキッチンカーも出店
し、会場は多くの皆さまで賑わいました。
さらに今年は、初の試みとして「バザー」

の開催にも挑戦いたしました。準備段階で
は手探りで苦戦する場面もありましたが、
職員からの積極的な物品提供など、多くの
温かい協力のおかげで無事に成功を収め
ることができました。
ご来場いただいた地域の皆さま、そして

開催を支えてくださった職員の皆さまに
心より感謝いたします。
来年度も、地域の方々と寄り添える身近

なイベントとして開催を続け、笑顔で交流
できる場を築いてまいります。



消 防 訓 練

2 3

マンモグラフィ検診　施設・画像認定を取得しました

車椅子寄贈車椅子寄贈
　４月17日にトヨタカロー
ラいわき株式会社勿来店様よ
り、車椅子１台をご寄贈頂き
ました。
　トヨタカローラいわき株式
会社様は、社会貢献・サス
テナビリティ活動の一環とし
て、令和元年より浜通り地区の市町村や学校、福祉
施設へ車椅子を寄贈されております。
　ご寄贈頂いた車椅子はガーデニアに設置し、ご利
用者様の介護時に活用させて頂きます。
　トヨタカローラいわき株式会社勿来店様のご厚意
に深く感謝申し上げます。
　この度は、誠にありがとうございました。

一斉清掃一斉清掃
　６月５日、いわき市で実施
された「いわきのまちをきれ
いにする市民総ぐるみ運動」
に、呉羽総合病院と介護老人
保健施設ガーデニアのスタッ
フ36名が参加し、呉羽会の
敷地周辺や道路沿いを中心に清掃活動を行いました。
　当日は肌寒い中、集められたゴミや草はあっとい
う間に袋いっぱいになり、施設周辺は見違えるほど

きれいになりました。ス
タッフ全員が力を合わせ、
地域の方々が気持ちよく
過ごせる環境づくりへ充
実した活動となりました。

　このたび当施設は、日本乳がん検診精度管理中央機構（精中機構）が認定する『マン
モグラフィ検診　施設・画像認定』を取得しました。
　施設・画像認定とは、精中機構が行う乳がん検診の質を保証するための制度です。
　この認定ではマンモグラフィ撮影装置の性能や管理状況、実際に撮影された画像の質や撮影技師の技術、
被ばく線量が基準値を満たしているかなどの項目が厳しく評価されます。
　今回、当施設では安心で信頼性の高い乳がん検診を提供できていると評価され、認定を取得することが
できました。今後もマンモグラフィ担当技師一同で協力し、乳がんの早期発見・早期治療に貢献できるよ
うに努めていきます。

　呉羽会では、施設内で火災が発生した際に、避難誘導や初
期消火などの初動対応がスムーズに行えるよう、消防訓練

を定期的に実施しています。
　今回は小雨の降るなか、看護職員や事務職員などおよそ30名が消
防訓練に参加しました。消防設備業者による高層階からの避難器具
の使用方法や、屋内消火栓の使用方法に関する詳細な説明を受ける
ほか、消火器を使用した初期消火訓練を参加者全
員が行いました。それぞれが真剣に取り組み、災
害に備えることの重要性を改めて感じる機会とな
りました。
　地震や火災等の災害が頻発するなか、災害時に
適切な行動ができるよう、今後も
継続して訓練を重ねて参ります。

災害に備えて「薬」の準備は
できていますか？

～ 持病薬・常備薬の備えで安心を ～
薬剤師　白石佳久

災害時によくあるお薬のトラブル

☑ �避難生活が長引き、手持ちのお薬がなくなる
☑ �いつも飲んでいるお薬の種類や名前が分からない
☑ �病院や薬局が被災しお薬の備蓄がなくなる

対　策

持病薬の備えは 最低３日、重要なお薬は１週間分を目安に！
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💡 ワンポイントメッセージ 💡
「�薬は命を守る
防災用品」です。

水や食料と同じように、
日ごろから備えておきま
しょう。

● 普段から少し余裕をもって管理し、予備薬として確保しておきましょう ●

お薬手帳を常備
☑ �お薬手帳を常に持ち歩く
☑ �スマートフォンで写真を保存
☑ �電子お薬手帳を利用

�非常持出袋に入れておきたいもの
☑ �常用している薬（３日～７日分)
☑ �お薬手帳や薬の説明書
☑ �保険証のコピーやマイナ保険証情報
☑ �かかりつけの病院や薬局の電話番号
を書いたメモ

「もしも」を家族で話し合う
☑ �かかりつけ医・薬局を決めておく
☑ �飲んでいる薬を家族と共有する
☑ �緊急連絡先を確認する
☑ �防災用品を定期的に点検する

日ごろの準備が、災害時の安心につながります。


